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オ オ ク サ キビ種 子か らの カル ス形戒 と植 物体 再分 化
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培 垉 組 成 に つ い て
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　バ ニ カ ム 属 グル ープ の オ オ ク サ キビ （Panicum　dichotomiflorum彫 chx 。）は ， 高度な 耐

湿 性 を有 し， 多 漫転換 畑 lt適 す る曖適 型 草種 の
一

つ と し て 脊 望 視 さ れ て い る 。 また ， 生理

的 に は ， C4 種 IZ属 し， 光 合成 能力 が 高 く， 乾物 生産量 が大 きい 特 徴が あ る。

一方 ，本草種

の 育 種 に よ る改 良 は こ れ ま で ほ とん ど な されて お らず， 暖地 型の 優 良草種 として ，

一層 の

飼 料 的｛薀燈 の 向上 が 期 待 さ れ て い る ． そ こ で ， 本草種 の バ イテ ク 育種 を展 開す る上 で 重 要
と な る細胞 培養系 の 薙 立 を 図 る こ とを 目的 に ， 種子 か ら の カ ル ス 形成 （脱 分化 〉条 件 と植

物 体 再 分化 条 件に つ い て ， 培 地 組成 を 中 心 に 検 討 した の で ， そ の 概 要 を 報 告 す る。

　 オ オ ク サキ ビ は大分 系 を供 試 し ， 脱穀 した種子 を ？O％エ タ ノール 20秒 ， 5 ％次 亜塩棄

酸 ナ トリ．ウム 溶 液 2 分 で 殺菌 した 。 播種 は ， 3 種の 基 本 培地 と各 種， 各濃度の 糖 ， 天然紬

出 物 ，植物ホ ル モ ン を 添加 した 固形 培地 （pH5 ．8）に 行 い ，26℃ の 暗黒 下 で 2 カ月間培養 し
，

カ ル ス形 成状 態を 調 ぺ 距 。 次 に
，

50儷 の 種 子 粒 に 由来 す るそ れ ぞ れ の カル ス を再 分化培 地

に 移 して ， 3 週 問後 に 薄分化 状 態 を謌査 した 。

　 そ の 結果 ， 再分化率 か らみ た脱分化 条件 は ， 基本培 地 として N6 培地 が ，
　 MS ，

　 B5 培地

よ り も優 れ る 傾向 が認 め ら れ た （表 1 ）。 糖は Sucrose 　 30g／ 1お よび 61ucose 　 60g／ 1が 良

く， カゼ イ ン 加 水分解 物 （C．H．） 2g お よ び酵母抽 出物 4g の 添 加の 場合 に 再分化率 が 向
上 した 。 しか し ， ラ ク トアル ブ ミ ン は 脱分 化を 促進 した が再分化 を 抑 制 し・た（表 2 ＞。脱 分

化 の 炬め の 2 ， 4・D 濃度 は ，

’
2mg と 4mg ／ 蜜で カル ス形成 能 が高 い が ，再分化 率 は 8　tsg／ 1で

高 ま る傾 向 に あ っ た （裹 3 ）。 培地 を 置 化す る た め の 固 形 物の 比較 で は ，A8ar よ りも Bacto
・A齢 rの 方が 優れ て い 泛 （裹 4 ）。一方 ， 脱分化カ ル ス を 苒 分化 さ せ る た め の 再分化条件 は ，

サ イ トカ イニ ン で は カ イ ネ チ ン （KIN） 2mg ，
ベ ン ジ ル ア デ ニ ン （BA ）1 〜 2mg ， ゼ ア チ ン

（Zea）4mg ／ 1に 効 果 が 認め ら れ た （表 5 ）． 添加糖 で は ，
　 Sucrose の 場合 ， IOg／ iが 最も 良

く p 高濃 度 添 加は 再分化 を著 し く隕 害 し た （表 6 ＞。

　 以 上の 結果 よ り ， オ オ クサ キ ビ種 子の 脱 分化培 地 と して N6 基本 培地 ＋ Su ¢ rose 　30g＋ C．n
2g ÷ 2 ，4− D 　8mg ＋ Bacio −Agar 　 7g ／ t

， pH5 ．BbS選定 さ れ ，再 分化培 地 と し て は ，
　 N6 基本

培 rk　十　Sucrose 　 IO8十 K躍 2mg または BA　 2　mg 十 A8ar7g ／ 1
，
　 pH 　 5。8 が選 定 され た。

表 i　 基本培地の穫類 がオ オ クサキビ種子の

　　 脱分化 。 再分化に およぼす影響

墓 本培地
D

カル ス形成 再分化率2 ｝

丼6MSB5 十 十

十 十 十

十 十

10 　％

G2

1）添加成分 ：Sucrose　309＋C、討 2尠2，弓・D　2mg÷Agar　79／1
2）供試 50カル ス 当た りの 再分化カ ル ス の 割 合

　 再分化培地 ：N6＋Sucrose　3eg＋Agar　7g／1

表 3　2潅一D湿度が脱分化 ・再分化 に お よぼ す影響

2．4・D 隗9！1 カル ス形成 再分化串

0 一 一

◎．5 土 o 跖

1 十 4
2 十 十 4
4 ・

十 十 14
8 十 52

12 士 6

脱分化培地 ：N6＋Sucrose　30呂 ＋C．H　2g＋Agar　7gli
再分化培鞄 ；N6＋Sucrose　 IO呂 ＋Agar　79／1
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表 2　姥 ， 天 然抽出物の種類と濃度が脱分化 ， 再分化に

　 　 お よぼす 影 響

添 加　成 分　 ヅ1 カル ス形成 再分化串

釦 crose 　 O 争 C，B　 2 十 4　 ％

〃　 　 　20 ＋　 〃 十 十 4
〃　 　　30 弗　 〃 十 十 24
〃　 　 50 争　 〃 十 12
〃　 　 80 ＋　 〃 十 4

鋤 crose 　30 手 C．“　 0 十 十 4
〃　　 　　 ＋　 〃 　 4 十 十 十 4
〃 　 　 　 争 Eロ st ε購 ．2 十 十 2
〃　　 　　 争　 　 〃　　 4 十 十 十 16
〃　 　 　 ＋ しact 己lb． 2 十 十 十 0
〃　 　　 　 る　 　 〃　 　 4 十 十 十 十 0
〃　 　 　 亭 C  o．剛 lk　io罵 十十 十 6

quoose　l5＋ c．H　 2 十 20
〃　　 　30 ←　 〃 十 十 12
〃　 　 　60 争　 〃 十 38
〃　　 　go 争　 〃 脚 0

門a 随06e 　 30 苧 C．闘　 2 十 十 8
隅amose 　 30 ←　 〃 一 0
F冊 c 切 se 　30 尋　 〃 十 十 121

表 4　培地固 形 物 が 脱分化 ・再分化に お よIXす影響

固形物　劇1 カル ス形成 再分化串

Agar ．7

Gelr昆e 　 2．5

Bacto−A呂ar　7

十 十

十 十 十

十 〜 十 十

15 　 ％

　 0

40

脱分化培地 ：N6＋Sucrose　30g＋2，4・D　2ngrc．糶 28！｝

再分化培埴 ：N6＋Sucr。se　10S＋dgar　79／1

脱 分化培地　： N6 登 2，弓つ 2  昏 館ar　7yl
再分化培 地　：跼 ■ secrose置08 号 穐 ar 　78！1

裏 5　植物体再分化 に およぼすサ イトカイニ ンの 添加効果

サ イ トカ イ ニ ン 閑8！［ 再 分化 率

KIN 0 0 ％

1 8
2 15

4 2

BA 1 15
2 22
4 0

Zea 1 10
2 4
4 15

2 産P 1 10
2 5

4 0 噌

4PU 1 0
2 0
4 0

衰 6　再分化培地の Sucrose 濃度と

　　　再分化＄との 関係

Sucrose　 8！1 再分化率

0 17 　 ％

10 25
20 2

30 0
40 0

脱分化培地 ：裏 4．と同 じ

再分化培地 ：N6 ＋   ar　7gll

脱分化培地 ：表 4 と同 じ

再分化培地 ：N6＋Sucrose　30g ＋Agar　Tg！1
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